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会長挨拶 
 

一般社団法人石川県社会福祉士会会長の末松です。これから

新たな仲間となる会員の皆様に向けて、本会の紹介をさせてく

ださい。 

 本会は、１９９３年に１１人の仲間が任意団体として設立し

てから、今年で３０周年を迎えます。２００９年に一般社団法

人化し、会員数は５６０人を超える職能団体として、県民の皆

様の社会福祉の向上及び社会福祉士の資質と社会的地位向上に

取り組んでいます。また、全国の４７都道府県社会福祉士会と

は、連合体組織の公益社団法人日本社会福祉士会のもとで４万

４千人を超える仲間とつながっています。今日、私たち社会福

祉士は地域共生社会の実現のため、様々な分野でソーシャルワーク機能を発揮して

複合化・複雑化した地域課題に対応することが求められています。当会では、社会

の期待に応えていくための活動とその基盤づくりに全力で取り組んでいます。 

さて、新入会の皆様はこれからどんな社会福祉士を目指していかれるのでしょう

か。そして、どのようなことを当会に期待するのでしょうか。 

 私は、会に所属するメリットを次のように考えます。①新しい知識と技術をブラ

ッシュアップできる。②専門性の高い活動ができる。（認定社会福祉士や成年後見

活動等）③学会参加、学会発表ができる。④他分野・他職種のネットワークができ

る。⑤ソーシャルアクション（施策提言等）ができる。等々 

 しかし、これらのメリットは待っているだけでは享受できません。ではどうすれ

ばいいか・・・・答えは、シンプルに「社会福祉士会のいろんな活動をしよう！」

これだけです。実際活動してみて、これらのメリットを自分の強みとして利用でき

るかどうかだと思います。つまり自分次第だということです。積極的に、一歩を踏

み出すことが大事です。難しいことは考えず、まずは少しでも気になる活動や、知

り合いが所属する委員会を覗いてみましょう。 

加えて申し上げると、職能団体に所属するということは、目に見えにくいです

が、私たちが誇りを持って仕事していくうえで大事なことではないでしょうか。よ

り多くの有資格者が職能団体に所属することで、組織的な力を強くすることができ

ます。そのことが、ソーシャルワーカー共通の倫理綱領を団体として社会に認めら

れ、国家資格として社会的な信頼や地位を確立し、待遇処遇にもつながるものだと

考えています。 

 本活動紹介の冊子は、新入会の皆様が活動を始めるに当たって、不安や疑問を解

消し、充実した活動を送るためのガイドブックです。新入会の皆様が活動へ積極的

に参加され、ともに学び、ともに成長していけることを期待しています。 
 

 

 
会長  

末松 良浩 
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副会長挨拶（総務部） 

2023（令和５）年度から、副会長兼総務部長に就任した内と申しま

す。金城大学人間社会科学部に所属し、ソーシャルワーク実習と地域

福祉活動研究（社協や民生委員、計画、ボランティア）などに関わっ

ています。皆様には、日頃より大変お世話になっておりますこと、厚

く御礼申し上げます。生れ育ちは小矢部、倶梨伽羅古道の越中県境最

終の村落で、幼少期からＫＮＢとＭＲＯテレビを観て育った「石川と

富山のハイブリッド人間」。高校生以上ともなると、休日には決まっ

て竪町にショッピングに行くなど、80年代バブル期に青春を謳歌した 

アラ環オヤジです（笑）。 

四半世紀前に富山県士会の副会長を務め、その後勤務の関係で兵庫県士会に転出、この度

ご縁があり石川県士会の副会長に任命されました。私のソーシャルワーク実践研究のモット

ーは「現場感覚であれ、住民の立場に立て」です。おわりに、これまで当会をけん引されて

きた堂田名誉会長に深く敬意を払うとともに、これからは末松新会長のヘゲモニー発揮のも

と、北脇副会長、理事・会員の皆様方と共にソーシャルワークの基盤固めと充実・発展に取

り組んでまいる所存です。ご指導ご協力くださるよう、よろしくお願い致します。 

 

副会長挨拶（事務局長） 

 

2023年度から副会長と事務局長を兼務することになりました。これ

まではソーシャルワーク推進部担当理事として、各委員会活動を通じ

会員の皆さんと一緒に学び活動することを楽しみにしていました。 

今後は、事務局長として、島野事務局次長と山下事務局員とともに

末松会長を支えながら、会員の皆さんが楽しく活動できるよう会の発

展に努めたいと思います。また、社会福祉士会の財政基盤を安定させ

るための工夫や各委員会および事業の充実化が図られるよう、全体を

見て情報収集や連絡調整を行いたいと思います。事務局としての主な  

業務は、次のとおりです。会員や非会員を問わず社会福祉士会の窓口 

として責任と安心感のある対応に心がけたいと思います。どのような 

ことでも遠慮せずお気軽にお問合せください。 

 

副会長 

内 慶瑞 

 

副会長  

北脇 宜和 
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２０２３年度  一般社団法人石川県社会福祉士会組織・体制図 
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1.総会に参加しよう！！  

 

総会とは 
 

総会は、すべての正会員で構成し、最高意思決定機関に位置付けられる重要会議

です。組織は部局制（総務部・ソーシャルワーク推進部・生涯研修部・成年後見

部・組織事業強化部・学術部・事務局）のもとで運営されており、各々の部局に担

当理事を配置して、業務執行機関である理事会で事業の進捗や課題等を調整しなが

ら運営にあたっています。年２回開催する総会では、事業活動を議案資料にまと

め、会員へ説明し承認を受ける流れとなります。 

５月の決算総会では事業報告及び決算が審議されます。１年間の事業活動を総括

評価する機会であり、重点的に実施した活動やそれに投じた経費は適正に支出され

たか等について振り返ります。３月の予算総会では事業計画及び予算が審議され、

会員及び社会のニーズに合った活動が計画されているか、収入の約６割を占める会

費がどのような事業で支出されるのか等、新たな 1 年間の予算を審議する大切な機

会となります。その他、役員の選任や規則の制定等の重要な審議や日本社会福祉士

会の情勢報告等も適宜に行っています。 

このように総会は、組織運営に欠かせない重要な会議です。しかし、石川県は、

加賀から能登まで範囲が広く会員が一堂に会することが難しい面があります。オン

ライン会議システムを活用し、参加しやすい環境を整えるとともに、参加したくな

る、参加して良かったと思える内容の企画・運営が課題であると思っています。総

会の活性化は、組織の硬直化を防ぎ、更なる発展につながるものと思います。 

会員数は５００人を超える県内で最も大きなソーシャルワーカーの職能団体です。

所属する会員は高齢・障害・医療・教育、地域・行政等様々であることが当会の魅

力の一つです。沢山の会員からの多様な意見を調整して、形成するプロセスこそ社

会福祉士会らしい運営の姿であると思います。(副会長 北脇 宜和) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 5 年 5 月 27 日（土） 
第 29 回 定時総会（ハイブリッド形式） 
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2. 研修に参加してみよう! ! 

生涯研修制度  

 
基礎研修  
 

対象   各都道府県社会福祉士会に所属する会員 

開催日 基礎研修Ⅰ：９月～翌年２月    

         基礎研修Ⅱ・Ⅲ：５月～翌年２月 
 
基礎課程は、社会福祉士が新しく入会してはじめに受けていただく研修課程で

す。つまり、生涯研修制度で研鑚を進めていくスタート地点と位置付けられます。

基礎課程は、基礎研修Ⅰ、基礎研修Ⅱ、基礎研修Ⅲの３つの課程からなり、基礎研

修Ⅰから基礎研修Ⅲまでのプログラムが決まっています。基礎研修Ⅰから基礎研修

Ⅲの順で受講し、３年間で受講修了していただくのが目安です。全プログラムを修

了すると基礎課程修了となります。基礎課程が修了すると専門課程に進みます。 
 
基礎研修Ⅰ 社会福祉士として実践の基礎となる「価値・知識・技術」の概要を学 

      ぶ。会の歴史や倫理綱領、共通基盤の必要性などを学ぶ。 

基礎研修Ⅱ 社会福祉士として共通に必要な実践の基礎知識や技術を学ぶ。倫理綱 

領や行動規範を踏まえた実践の理解、共通基盤と実践の関係、ソーシ 

ャルワークの展開過程と、スーパービジョンの理解などを学ぶ。 

基礎研修Ⅲ 基礎Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの一連のカリキュラム最終過程。権利擁護実践の基礎 

      ソーシャルワーク理論を踏まえた援助システムの理解、地域福祉シス 

テムとの実践の関係、スーパービジョンの体験など学ぶ。 
 

専門研修 

 

基礎課程を修了して専門課程に進むと、決められたプログラムを履修するのでは

なく、自身で様々な研修やスーパービジョン等から研修計画を立てて進め、研鑽を

積み重ねる課程となっています。相談援助等実践者の方は、認定社会福祉士の申請

も視野に入れて生涯研修に取り組んでいます。専門課程は、基礎研修を修了した会

員がさらに研鑽を積むための課程として、自ら立てた研修計画に従い受講するもの

として位置づけています。   

※専門課程は、共通研修と分野別研修で構成されています。共通研修は、社会福 

祉士として分野に関わらず共通に必要な事項の研修で分野別研修は分野別の研 

修です。 

生涯研修制度は、日本社会福祉士会が各都道府県社会福祉士会に所属する会

員に対し、社会福祉士の職務に関する知識及び技術の向上、倫理及び資質の向

上のために、生涯にわたって研鑽を重ねることを支援する制度です。生涯研修

制度は、基礎課程、専門課程の２つの課程で構成されています。 
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※専門研修のなかには、基礎課程の修了が受講要件となっているものもありま

す。（成年後見人材育成研修など） 

 

生涯研修部 
 

生涯研修は、私たち社会福祉士が自らの力量を高めることだ

けではなく、常に研鑚していることを社会に示す仕組みでもあ

ります。私たちが自己研鑚して実践力をつけていくことは、課

程修了による専門研修の受講機会が得られるだけでなく、様々

な場面でクライエント等の利益につながるほか、社会福祉士と

いう専門職の信頼獲得にもつながります。また、様々な領域で

活躍している社会福祉士と出会い、ネットワークを構築して活

用すること、情報交換をすること等ができるだけでなく、研修

によっては他県の社会福祉士とも交流でき、一緒に生涯研修で

研鑽することができます。 

 

生涯研修部理事の永岡和徳です。私は基礎研修の企画運営などに

携わっており、主に基礎研修Ⅰを担当しています。受講生・講師・

ファシリテーターの皆様と有意義で楽しい時間を過ごせるように励

んでいきたいです。よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

基礎研修を受講したきっかけで様々な現場で働いている社会福

祉士の仲間と出会う機会が増えます。お互いで意見交換しながら

楽しく受講することができますので私達と一緒に基礎研修を通し

て楽しく活動していきましょう。 

 

 

 

 

 

永岡 和徳理事 

山元 英輝理事（新） 

認定社会福祉士になるには 
取得要件 

① 社会福祉士及び介護福祉士法に定める社会福祉士の資格を有すること。 

② 日本におけるソーシャルワーカーの職能団体で倫理綱領と懲戒を持っている

正会員であること。 

③ 相談援助経験が社会福祉士を取得してから５年以上であり、原則として社会

福祉士制度における指定施設及び職種に準ずる業務等に従事していること。

認定を受ける分野での経験が２年以上であること。 

■認定を受けられる分野５つ 

①高齢分野②障害分野③児童・家庭分野④医療分野⑤地域社会・多文化分野 

■認められた機関での研修（スーパービジョン実績含む）受講しているこ

と。 

澤田 康夫理事 
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スーパービジョン 

  

成年後見人材育成研修 

 

実習指導者養成研修 

対象   基礎研修Ⅲ修了者で認定社会福祉士を目指す方、 

    認定社会福祉士の方 

開催日 契約締結から１年以内 

スーパービジョンとは、スーパーバイザーとスーパーバイジー（受講者）

がマンツーマンで対話することにより、スーパーバイジーが様々な気づきを

得て、社会福祉士として成長することを目的としています。つまり、スーパ

ービジョンは個別事例の検討とは異なり、自分自身の専門性を育むためのも

のです。スーパービジョンは単発ではなく、繰り返し行うことで効果が高ま

るため、１年に６回以上で１区分とされています。より良いソーシャルワー

カーを育成する研修です。 
 

対 象 者  基礎研修Ⅲを受講済みである者 

開催時期  毎年９月～１２月（名簿登録研修は２月）  

主  催  富山、福井、石川の持ち回り研修内容 

生涯研修制度における基礎課程(基礎研修 I～Ⅲ)の受講を通じて、社会福祉

士に共通する専門性の基礎 を身に付けた上で、成年後見人養成研修を受講する

ことで、成年後見に関する相談対応や、受任者としての活動の質を担保してい

ます。 

成年後見人等として実務を担うには、本研修を修了後、社会福祉士成年後見

等受任候補者の養成を目的とする「名簿登録研修」の修了が必要です。 

 

対象 原則３年以上の実務経験がある実習指導者になる予定の人 

（定員の範囲内でそれ以外の方も受講できます。） 

開催 隔年開催で実習指導者講習会とフォローアップ研修を交互に開催 

します。  
実習指導者講習会は、実習生の受け入れのために必要な知識や技能を２日間

「実習指導概論」「実習マネジメント論」「実習プログラミング論」「実習ス

ーパービジョン論」の４科目の講義と演習を通じて学びます。石川県社会福祉

士会では本講習会は隔年で実施をしています。 

注：実習指導者になるには本講習の修了のほか３年以上の相談援助の実務経

験が必要です。 
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ソーシャルワーカー三団体合同研修 

 

 
  

金沢・加賀・能登ブロック研修 

  

 

 

司法と福祉について考える会（研修） 

対象   会員  

研修開催 年１回 

  

年 1回、ソーシャルワーカーデーに合せて、石川県社会福祉士会と石川県精

神保健福祉士会、石川県医療ソーシャルワーカー協会三団体が、協力して合同

研修会を開催しています。お互い所属する団体や分野は違えども、同じソーシ

ャルワーカーとして大切にしている価値観や視点は共通するものがあり、一緒

に専門性を学び合う研修会となっています。ネットワークを作っていくチャン

スにもなります。 

 

対象   会員  

研修開催 能登・加賀・金沢ブロックより開催案内を送付 

      ホームページからお知らせ 

  

各ブロック研修では、集合形式での研修、オンライン形式の研修を開催し

ています。会員の住まいや所属ならブロック制ではありますが、各ブロック

にこだわらず、会員であれば、能登・加賀・金沢の各ブロック研修の参加が

可能です。 
 

    

対象   会員  

研修開催 年 1 回  

 
金沢弁護士会、石川県精神保健福祉士会、石川県社会福祉士会が連携し、

合同研修を実施しています。県内の司法と福祉の専門職が集う貴重な機会と

なっています。自己研鑽だけではなく、司法、福祉の場で活躍する参加者

が、お互いの分野を知る機会としても有意義な時間となると思います。司法

と福祉の連携について他職種と考え、実践に繋げていける研修会です。 
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3.委員会に入って活動してみよう！！ 
 

災害支援委員会 

 
実際に、現地でこれらの支援活動を行うだけでなく、派遣の

コーディネートあるいは、平時からの体制の整備、連携体制の

確保なども重要な委員会の役割になります。 

 年度内に、まず、委員会の体制整備、社会福祉士会として 

の災害支援体制の周知や理解を進める活動からスタートしたい 

と考えています。改めて委員募集をいたしますので、皆さんの 

ご参加をお待ちしています。 

 

 

委員会開催日 不定期 

 災害支援委員会は今年度新たに立ち上げを準備している委員会です。 

 石川県社会福祉士会では、これまで、石川県で発生した 2007年の能登

半島地震や 2011年の東日本大震災の現地支援に会員を派遣してきまし

た。また、今年 5月 5日に発生した能登半島沖地震にも地元、珠洲市社協

の要請を受けて、5月下旬から 6月にかけて家屋調査等の支援活動を実施

しました。 

 まずは、日本社会福祉士会・東海北陸地区の県士会あるいは県内の関係

団体と連携しながら石川県士会の災害支援体制を構築していくことから準

備を始めていくことになります。 

 社会福祉士会の災害支援活動は、被災地の機関からの要請をうけて 

  ①ソーシャルワークを基盤とした支援 

  ②被災地が主体となる支援 

  ③終結を見据えた支援 

 を基本方針として災害支援活動をしていきます。 

具体的な活動の例は 

・避難所や仮設住宅の要支援者の把握や実態調査 

 ・地域での生活再建に関するアセスメント、生活ニーズの把握、課題解

決に向けた支援 

 ・避難所、福祉避難所、応急仮設住宅等での相談支援、また被災地域住

民の代弁者としての支援 

 ・地域包括支援センター等への派遣を通じた地域ネットワークの構築支

援地域包括支援センター等への派遣を通じた地域ネットワークの構築支援 

 

島野 桂太郎理事 

（総務部 事務局次長） 
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ソーシャルワーク推進部 

 

地域包括ケア推進委員会 
 

 
  

 

 

石川県社会福祉士会ソーシャルワーク推進部の理事で地域包活

ケア推進委員会を担当させて頂いている藤田徹（内灘町社会福祉

協議会）です(#^.^#) 

 地域包活ケア推進委員会は、参加されましたらお分かりになる

と思いますが、高齢者に限定せずまさに¨地域包活¨を肌で感じ

られる場所です。 

お試し参加も大歓迎ですので、¨地域包活¨の風を肌で感じてみ

ませんか♪ 

 

 

 

地域包括ケア推進委員会では、地域共生社会の実現に向け、子ども・子育て・女

性・障がい・高齢・生活困窮などの分野を超えて互いの実践を知り、つながりを深

め育ち合うことを目的に、奇数月の第一水曜日に、意見交換会や事例検討会、実践

報告等の定例会を開催しています。どの分野においても関連している委員会なの

で、皆様もぜひ、お気軽にご参加下さい。 （委員長 山下 由香） 

委員数 ５０名 

委員会開催日 奇数月第１水曜日 午後７時～午後９時 

        

活動内容 

 地域包活ケア推進委員会は、地域共生社会の実現に向け、子ども、子育て、

女性、高齢、障害、生活困窮などの分野を超えて互いの実践を知り、つながり

を深めることを通して、地域包括ケアを推進する人材として育ちあうことを目

的に活動している委員会です。 

 委員会では個々の会員がアセスメント力をつけると同時にコミュニティソー

シャルワーカーとしてのアセスメントの視点を共有し実践力の向上を目指して

おります。 

 具体的な活動としては、資質向上のための勉強会（奇数月第 1水曜日 19時～

21 時）、横のつながりを深める交流会、地域包括ケアに関係する各職種間の部

会の設置、高齢者・障害者虐待対応委員会や子ども家庭支援委員会との連携等

を行っております。 

 

 
藤田 徹 理事 
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高齢者・障害者虐待対応委員会 

 
 

権利擁護は，人が主体的に生き，自分で自分

の権利を理解し，実現し生活できるための支

援。この社会的支援はソーシャルワークであ

り、法律家等の役割とは違う専門性を身に付け

ていくため，委員会での検証，意見交換をする

ことで，知識や技術を磨いていきませ

んか。 

 
  

権利擁護とは、「人が人として尊厳を持って生きていくこと」を支援することで

す。高齢者・障害者は人としての尊厳が脅かされやすい状況にあってはなりませ

ん。1人の人間として、生活者として、権利の主体としてとらえること、その人ら

しい生活の実現に向けて、その人の権利と意思を最大限に尊重し、その権利を行使

できるように、身につけていける委員会です。研修グループに参加して活動してく

ださる会員を募集しています。 

（委員長 垣内 光子） 

 委員数       ５２名 

委員会開催日 偶数月の第１水曜日 １９時～２１時  

オンライン開催 

活動内容 

高齢者および障害者虐待対応を中心とした権利擁護に関する専門的相談

体制を構築し、石川県内に権利擁護の取組みを推進します。 

委員会では、実際に高齢者・障害者虐待対応専門職チームとして各市町

から依頼を受け助言した事例をもとに事例検証を行っています。また、実

際に職場で高齢者・障害者虐待対応をしている会員からの質問などから検

討を重ね、虐待防止、対応に向けてのスキルを深めています。また、県か

ら委託を受けている高齢者・障害者虐待標準研修等の各研修講師や、研修

プログラム、研修教材作成などを行っています。 

介護報酬改定で、全ての介護サービス事業所を対象に、利用者の人権の

擁護、虐待防止等の観点から、虐待の発生又はその再発を防止するための

委員会の開催、指針の整備、研修の実施、担当者を定めることを義務づけ

されました。令和３年４月１日に施行され、施工日から令和６年３月３１

日までの間、経過措置が設けられこの間は努力義務となったことから、介

護サービス事業所や、障害福祉施設からの講師依頼も増え、委員会の委員

から講師派遣の活動をしています。 

 
小堺 有希理事（新） 
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高齢者・障害者虐待対応専門職チーム 

生活困窮者支援委員会 
 

対象要件 高齢者・障害者虐待対応委員会の会員 

     日本社会福祉士会アドバイザー研修修了者 

活動内容  

定例会 奇数月第２水曜日 19時～ 

金沢弁護士会、石川県社会福祉士会、石川県精神保健福祉士会、石川県相

談支援専門員協会の４団体で構成され、県内の各市町が行う高齢者・障害者

虐待への対応を中心とする権利擁護業務への支援を行うことを目的として設

立。弁護士、ＳＷ２名で相談、市町に出向き派遣相談活動をしています。 

委員数 不定 

活動日 毎月第１・３火曜日、午後９時 金沢市武蔵が辻集合 

 
活動内容 

①赤い羽根県民くらしの緊急サポート事業 

社会福祉士会会員の業務上（地域包括支援センター、社会福祉協議会、

行政、各種福祉施設など）、または、社会福祉士会活動上（成年後見、ス

クールソーシャルワーカー等）において、適切な社会資源の利用につなが

らず生活困窮している世帯を一時的に支援するため食糧・衣料・燃料代等

を現物支給しています。 

※生活保護制度や生活福祉資金など公的制度の利用開始前、または、何ら

かの理由により利用できず緊急で一時的な場合 

②かなざわ夜回りの会（ホームレス支援活動） 

県内の主要駅や公共施設周辺を巡回し、路上生活者等の生活困窮者へ食

糧・衣料の配布を通し、当事者と信頼関係を結び、住居や収入確保の支援

を行っています。 

また、生活保護受給等により住居を確保した生活困窮者が孤立しないよう

自宅を訪問し相談支援を継続しています。 

③リーダー育成 

住居および就労不安定者の支援に関する研修会へ参加し、石川県内におけ

るリーダーを養成しています。 

④その他 

・ホームレス支援団体との情報交換や勉強会等、不定期ですが行っていま

す。 

・赤い羽根共同募金助成金による会員の活動サポート等、随時行っていま

す。 

JR 金沢駅を 
月 2 回 
夜回り 
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子ども家庭支援委員会 

 

R5 年 4 月こども基本法が施行・こども家庭庁が設立されまし

た。全てのこどもが、幸せな生活を送ることができる「こども

まんなか社会」の実現のため、我々社会福祉士ができること・

すべきことが、たくさんあると思っています。こどもの権利擁

護について、こども家庭支援について、みんなで語り合いませ

んか。  

 

生涯研修センター運営委員会                             

委員数  ４０名   

開催日  奇数月の第２火曜日１９時〜２１時 

 

活動内容  

主に下記の活動を行っています。 

・子どもや家庭にかかる事例検討や研修会の開催 

・スクールソーシャルワーカーの育成・候補者の推薦・啓発  

具体的には、２か月に１度定例会を開催し、勉強会や情報交換を行うとと

もに、委員および会員を対象とした研修を開催しています。 

ＰＲ 

～参加メンバーの声をご紹介します～  

・スクールソーシャルワーカーとして活動している中で、日々、悩むこと

が多いです。定例会で、ソーシャルワークの原点に立ち返った意見や、

新しい視点の情報をもらうことができ、考えが整理できます。  

・現在は子どもに関わる業務に就いていませんが、関心があり参加してい

ます。現在の業務にも間接的に参考になることが多く感じています。 

 

 
 茂尾 亜紀理事 

委員数 １０名 

開催日 基礎研修等の開催日 年３回程度の部会 

生涯研修制度を活用して社会福祉士としての知識や技術、倫理を身につけ、

専門性の向上を推進していくための自己研鑚が行えるよう、生涯研修センター

を設けています。日本社会福祉士会の生涯研修制度と連携しながら、生涯研修

における“基礎課程”の基礎研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの企画運営や、“専門課程”のス

ーパービジョンのコーディネート、研修の企画運営などを担っています。 

（委員長 吉川 敦） 
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 成年後見センターぱあとなあ石川 

 
 
後見活動は社会福祉士として個人事業と

して権利擁護を行う活動になります。興味

のある方は気軽にぱあとなあ委員に声をお

かけください。 

 
 

登録数   ９２名 

開催日    定例会月１回  

成年後見制度を活用する社会福祉士が受講可能な「成年後見人材育成

研修」と、成年後見人等として実務を担う社会福祉士成年後見等受任候

補者の養成を目的とする「名簿登録研修」の２つに分かれています。 

研修を２段階に分けることで、成年後見人材育成研修では、地域で相

談援助に従事する社会福祉士も成年後見制度活用の知識、技術を修得す

ることが可能としています。 

研修内容は以下のとおりです。 

① 都道府県ぱあとなあの仕組みについて 

・ ぱあとなあの仕組みと名簿登録・更新について 

・ 弁護士や司法書士等の専門職との連携について 

② 都道府県ぱあとなあにおける受任の実際 

・ 受任候補者推薦から受任まで、及び受任後の流れ 

・ ぱあとなあの初回から終了までの報告書の提出方法 

③ 受任後の実務 

・ 家庭裁判所への財産目録及び初回報告の提出に必要となる受任直

後の事務について 

・ 定期的に行われる実務について、必要事項の確認、必要性、注意

事項、やり方考えについて 

④  演習  (後見計画策定演習) 

⑤  後見人のリスクマネジメント 

・  法に規定される成年後見人の権限、義務、基本姿勢について 

・  後見活動におけるリスクについて 
 

齋田 和樹理事 
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組織事業強化部 

 

 

 

色々な分野で活躍されている会員とのつながりを持てるの

が、会の大きなメリットです。是非ご参加いただき、一緒に活

動しましょう！ 
 

 

 

 

 

 

 

  

組織事業強化部の垣内と申します。組織事業の強化と言われても

力不足の私ですが、社会福祉士会に入会した頃を思い出しました。社

会福祉士に合格して、資格は取得しましたが、ソーシャルワーカーと

してはここからがスタート地点だと先輩の会員の方に言われたこと。

会の活動を通して、人とのネットワークができたことは自分の財産だ

と思います。委員会活動や研修の参加など、是非、一緒に活動してい

きませんか？もし、同じ職場でまだ未入会の方がいましたら、誘って

いただきたいです。よろしくお願いたします。 

 

対象  会員ならどなたでもＯＫ 

開催日 金沢・能登・加賀ブロックと合同で開催  

 
活動内容 

 社会福祉士会の活動の活性化や、会員の連携強化に繋がる活動を企画、

実施しています。金沢・加賀・能登ブロックの活動とも連携しています。

主な活動は 

5 月総会後の「顔合わせ会」新規会員やこれから社会福祉士を目指す方むけ

の「Let’s 友１００プロジェクト」会のＰＲ活動「いしかわ介護フェス

タ」、2 月、「社会福祉士国家試験会場でのチラシ配り」など。会員への活動

紹介冊子の発行。 

 
平元 恵津子理事（新） 

 
垣内 光子理事 
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広報委員会 

 

社会福祉士会に入ったけれども、なかなか活動に参加しづらいという方もいるの

ではないでしょうか。そのような方には、ぜひ「知る」ことからのスタートをオス

スメします。各部・委員会では多彩な取組・工夫が行われています。その魅力を

「いっし～通信」やホームページを通して発信するのが広報委員会の活動です。そ

の活動を通して「知る」ことで、あなた自身にとっての新しい可能性をみつける場

にしてもらえると嬉しく思います。（委員長 大田 健志） 

 

ユース委員会 ＆ リレーマラソン 

委員数  ９名 

開催日  年２〜３回（不定期） 

活動内容 

広報誌「石川 CSW いっし～通信」の発行（年 1回発行予定）や、会員への

情報提供の促進、ホームページの管理を行っています。また、県内のイベン

トにも参加し、当会のＰＲを行っています。また、「福祉、介護の就職フェ

ア」では相談員を派遣や、松ヶ枝福祉館で行われる「福祉のつどい金沢」で

はスーパーボールすくいのコーナーを設置して参加し当会のＰＲ活用をして

います。 
 

対象  ユース：会員 

    リレー：若手や新入会会員、興味のある会員ならどなたでも OK 

活動内容 

ユース委員会では、若手の会員や新規入会した会員が、気軽に会の活動に

参加できるように、会員同士の交流会を目的とした、交流会を開催していま

す。これまでは、バーベキューやビアガーテンでの交流会を実施してきまし

た。会員同士の新しいネットワークが作れる場になればと企画しています。 

石川県社会福祉士会では、「２０１９・２０２２、金沢城リレーマラソン

～秋の陣～」に参加しました。公式マスコットキャラクター「いっし～」を

プリントしたＰＲ用のＴシャツを着用し、私たちの得意とする「繋ぐ」こと

を襷に変え、最後まで諦めることなく走り切り、ゴールをした瞬間は最高で

す。 

毎年の、秋の陣（１０月頃）に出場できればと思っています。 
「我こそは！」はもちろん、「ちょっと走ってみようかな」といった参加で

も大歓迎です。募集した際には、是非よろしくお願いします。 
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学術部 調査研究委員会 

 

 

気の合う仲間が和気あいあいと、編集会議

を行っていました。現在は、コロナ禍の中、

Zoomで編集会議をしています。企画、編

集、校正は大変ですが、製本された一冊の冊

子が出来上がったとき、会員の方に読んでも

らえると嬉しくなります。是非、参加してみ

ませんか。 

 

 

「実践と研究」は１年に 1回の発行ですが、毎回興味ある論文等が集まり楽しん

で校正させていただいています。２１号では、県士会の会員から、自身の論文を掲

載させていただけないかと、問い合わせがあり大変珍しいケースなので驚きまし

た。県士会で行っている研修などは、自身のレベルアップに繋がっているのではな

いかと思っています。会員の各分野から更なる論文等が出てくるのを楽しみにして

いる今日この頃です。 （委員長 北本 千鶴） 

 

 

４．ブロック委員会活動に参加してみよう！！ 

 

金沢ブロック委員会 

委員数 ９名 

開催日 ２ヶ月に１回程度  

活動内容 

 年一回、「実践と研究」という冊子を発行しています。この中でアンケート

を実施して結果を考察したり冊子に掲載したりします。 

掲載内容は、論文、研究ノート、会員レポート、調査報告、その年に起こっ

た災害に対して会員が支援活動した内容などの特集記事となっています。 

 

 
西村 修一理事 

対象 勤務先または住まいが金沢市の会員 

委員会活動日 年３回 不定期 その他イベント、研修会あり 

活動内容 

金沢ブロックでは、年２回の研修会を開催しているほか、会員同士の

交流を深めるための親睦会（飲み会）を開催しています。昨年度までは

コロナ禍で中止していましたが、今年度から再開しています。 

 

 



  石川県社会福祉士会活動紹介, ページ 20 

 
 

金沢ブロックでは情報共有を円滑にするためＬＩＮＥ

グループを作成しました。そこでは、委員会の日程調整

だけでなく、組織事業強化部の楽しい活動や、その他委

員会の活動紹介もしております。メルマガのような感覚

での利用でも大丈夫なので興味のある

方は事務局まで連絡ください。 
 

 

 
 

加賀ブック委員会 

対象     白山市より南の地域にお勤め、お住まいの会員の方 

委員会活動日 年数回（不定期）研修会 数回 

活動内容  

加賀ブロックは、十数名の運営委員の方々と活動計画を作成し、活動してい

ます。 

新型コロナウイルスが流行するまでは、委員の皆様と集まり、話し合いや、

集合研修、懇親会等を行っていましたが、新型コロナウイルスが発生してから

は、オンラインで打合せ、研修を行っています。 

福祉、医療等に関する幅広い研修を行い、専門職としての知識と技術を高め、

業務に活かすことができるように努めます。 

 
     越村 悠理事 

秋には金城大学の学園祭に出店し、お菓子やジュースを販売しな

がら、社会福祉士会の周知をしています。周知と言いましたが、実

際は楽しく学生や仲間達と交流する場になっています。金城大学出

身の会員はぜひ参加をお願いしたいです。（もちろん出身校が異な

る方も大歓迎です） 

 

他にも、毎月第４土曜日１０：３０～１２：００は、金沢市野町

の古民家カフェで「福祉相談カフェ善隣」を開催しています。地域

住民等の参加者に向けて福祉セミナーを開催し、コーヒーを飲みな

がら福祉に関する勉強会を行っています。堅苦しい内容ではなく、

地域の方々と和やかに談笑する集まりですので、気軽にご参加くだ

さい。 

金沢ブロックの活動に関しては、定期的に委員会を開催して、活

動内容を皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。委員会で

はいろいろな提案が挙がってきており、柔軟に活動しています。 
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皆様が、参加したくなるような研修計画を立てていきたいと

思います。又、懇親会が気軽に行えるようになれば、懇親会企

画をしたいと思いますので、その時はご参加のほどよろしくお

願いいたします。 

  

     

能登ブロック委員会 

 

今年度も理事を務めさせていただくことになりました珠洲

市在住の山形と申します。範囲が広く、移動に時間がかかる能

登地区でも、社会福祉士の繋がりができるように研修や交流会

等企画していきたいと思っています。どうぞよろしくお願いし

ます 

 

     大音師 雅樹理事 

対象     勤務先または住まいが能登地区の会員 

委員会活動日 年３〜４回の研修会実施 

活動内容 

能登地区は活動範囲が広く、移動に時間がかかるためなかなか研修会等へ

の参加率が少ないのが現状です。一昨年、昨年と年に３,４回研修会を行い

ましたが、全て zoomによるオンライン開催でその方が出席しやすいという意

見が多かったので、今年度もオンラインでの研修会を予定しています。オン

ラインではなかなか繋がりができにくいというデメリットをどのように解決

するのか、金沢ブロックのように LINEグループを作る等今年度は会員の皆様

とともに考えながら研修会を企画していきたいと思っています。会員同士の

繋がりを作ること、自己研鑽ができることを目的とし、昨年同様に他団体や

他ブロックとの合同研修会も予定していますので、皆様の参加をお待ちして

おります。 

 

 

  山形 優子理事 

 
 

 
一般社団法人石川県社会福祉士会事務局 
〒920-8557  石川県金沢市本多町 3-1-10  石川県社会福祉会館 2 階 

TEL：076－207－7770   FAX：076－207－5460 
                Mail：icsw@spacelan.ne.jp URL：https://csw-ishikawa.com/ 

 

mailto:icsw@spacelan.ne.jp
https://csw-ishikawa.com/
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一般社団法人石川県社会福祉士会 役員名簿 
任期 自 令和５年 5 月 至 令和７年 5 月 

役職名 氏名 担当（※部長） 所属 

会長 末松 良浩 
生涯研修センター長 

成年後見センター長 

社会福祉法人石川県社会福祉事業団 
特別養護老人ホーム石川県八田ホーム 

副会長 内 慶瑞 ※総務部 金城大学社会福祉学部 
副会長 北脇 宣和 事務局長 社会福祉法人金沢市社会福祉協議会 

理事 島野 桂太郎 
総務部 

事務局次長 

社会福祉法人福志会松任 
特別養護老人ホームつるべ荘 

理事 茂尾 亜紀 ※ソーシャルワーク推進部 社会福祉法人石川県社会福祉協議会 

理事 藤田 徹 ソーシャルワーク推進部 

 
社会福祉法人内灘町社会福祉協議会 
 

理事（新） 小堺 有希‘ ソーシャルワーク推進部 
弁護士法人金沢税務法律事務所 

地域福祉ネットりーがる 

理事 澤田 康夫 ※生涯研修部 
医療法人社団扇寿会 

老人保健施設なでしこの丘 
理事 永岡 和徳 生涯研修部 社会福祉法人金沢市社会福祉協議会 

理事（新） 山元 英輝 生涯研修部 
株式会社サンウェルズ 

太陽のプリズム徳光 

理事 齋田 和樹 成年後見部※ 一般社団法人ケアサポートネットワークピーナッツ 

理事 垣内 光子 ※組織事業強化部 
社会福祉法人陽風園 

就労継続支援 B 型あけぼの作業所 

理事（新） 平元 恵津子 組織事業強化部 
社会医療法人財団松原愛育会 

とびうめ居宅介護支援センター 

理事 大音師 雅樹 加賀ブロック 
社会福祉法人ジェイエイ小松福祉会 

ＪＡきらら千代デイサービスセンター 

理事 越村 悠 金沢ブロック 
弁護士法人金沢税務法律事務所 

いしかわ医療的ケア児支援センター「このこの」 

理事 山形 優子 能登ブロック あいずみクリニックデイケア 

理事 西村 修一 ※学術部 
社会福祉法人石川サニーメイト 

セルプはくさん 
                                                    

 任期 自 令和３年 5 月 至 令和 7 年 5 月 

監事 北山 達朗 社会福祉法人緑会 介護老人福祉施設千寿苑 

監事 徳山 一也 金沢市こども未来局こども相談センター  


